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問 1 n ∈ N に対する以下の公式を数学的帰納法を用いて証明しなさい。
n∑

k=1

(2k − 1) = n2 (1)

解答例

1. n = 1 の場合、左辺は
∑1

k=1(2k − 1) = 2 × 1 − 1 = 1、右辺は 12 = 1 となり、
式 (1)が成り立つ。

2. ある nで式 (1)が成り立つと仮定し、n+ 1についても成り立つことを示す。

n+1∑
k=1

(2k − 1) =
n∑

k=1

(2k − 1) + (2(n+ 1)− 1)

= n2 + 2n+ 1 = (n+ 1)2

これは、式 (1)の n+ 1の場合である。

問 2 以下の関数または述語を再帰的に定義しなさい。

1. S(n) =
∑n

k=0 k
2 ∀n ∈ N

2. F (n) =
∏n

k=1 k ∀n ∈ N

3. P (n) : ∃m ∈ N,n = 3×m(nが 3の倍数の時、述語 P (n)は真となる)

解答例

1. S(1) = 1、S(n) = S(n− 1) + n2 for n > 1

2. F (1) = 1、F (n) = n× F (n− 1) for n > 1

3. P (1) = F, P (2) = F, P (3) = T、P (n) = P (n− 3) for n > 3
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